
 
 
 
 
 

 

 

 

   

令和２年１１月１２日（木）、水戸市のザ・ヒロサワシティー会館（茨城県立県民文化センター）小

ホールにおいて、受講者２２１名が参加し「令和２年度産業廃棄物処理業者講習会」を開催しま

した。 

講師に、（公財）日本産業廃棄物処理振興センターより新井博司氏、茨城県県民生活環境部

廃棄物対策課より上野浩二氏、三島昇氏を迎え、（１）電子マニフェストについて、（２）優良産廃

処理業者認定制度について、（３）廃棄物処理施設における技術管理者の役割等について講習

が行われました。 
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令和２年１０月１６日（金）に、茨城県開発

公社ビル４階会議室において、協会員３６名

が参加し『ＫＹＴ研修会』を開催いたしまし

た。 

中央労働災害防止協会より須田核太郎専門

役、薦田光郎専門役を講師に迎え、危険予知訓

練（ＫＹＴ）について実技指導をしていただき

ました。 

 

 

 

職場に潜む危険要因とそれが引き起こす

現象や作業の状況を描いたイラスト等を使

い、それぞれのグループで話し合い、危険ポ

イントや重点実施項目を参加者全員で指差

し呼称で確認し合いながら体験学習が進め

られました。 

 
 

 

令和２年１１月１７日（火）に、茨城県開発公社ビル４階会議室において、協会員５１名が

参加し『安全衛生規程作成会員増加に向けた研修会』を開催いたしました。 

本年度の重点実施事項として「安全衛生規程作成会員の増加」を掲げ取り組んでいるところ

ですが、安全衛生規程を作成していない会員企業が多いという現状を踏まえ、なぜ安全衛生

規程が必要なのか、どう規程を作成していったのかなど実体験に基づいた講義を（公財）産業

廃棄物処理事業振興財団の経営塾において労働安全の講師をされている、㈱吉勝重建の矢野

智孝氏にしていただきました。 

また、研修会後半には産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生規程について、事務局より

西野事務局長が解説しました。 

 

 
 

 
「令和２年度循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰」

に、当協会の渡邉千浩氏（㈱新栄商事）が産業廃棄物関係事

業功労者環境大臣表彰を受賞されました。 
今年度の「産業廃棄物と環境を考える全国大会」は開催中

止となったため、令和２年１２月３日（木）に、茨城県県民

生活環境部 矢口部長から表彰状を授与されました。 

 
  

ＫＹＴ研修会を開催 

協会ニュース 

安全衛生規程作成会員増加に向けた研修会を開催 

渡邉氏が循環型社会形成推進功労者等環境大臣賞を受賞されました 
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令和２年１１月１１日（水）、茨城県、（一

社）茨城県産業資源循環協会の主催で、茨城

県庁９階講堂において『令和２年度茨城県

ボランティアＵ.Ｄ.監視員合同研修会』が

開催されました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨城県県民生活環境部次長 栗田茂樹 様
の挨拶のあと、茨城県不法投棄防止功労者

表彰が行われ、当協会の八幡砕石工業㈱ 今
田英夫 様が茨城県ボランティアＵ.Ｄ.協会

監視員として受賞されました。 

 

 
 
表彰式に続いて、 
（１）茨城県の不法投棄等の現状と対策に

ついて 

（２）茨城県ボランティアＵ.Ｄ.監視員の

諸活動について～活動における留意

点～ 

（３）県央環境保全室及び各県民センター

における不法投棄の現状について 

（４）不法投棄通報アプリ「ピリカ」の使用

方法及び注意点について 

研修会が行われました。 

 

  

不法投棄防止功労者表彰を受賞 

栗田次長から感謝状を贈呈される今田様 

栗田次長（後列中央）池田廃棄物対策課長（後列右） 

古矢会長（後列左）今田様（前列右） 
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処分業で優良認定を受けている方、これから優良認定を受けようとする方、

処分後の「持出先情報」の開示の可否の公表はお済みですか？ 

 
本年 2 月に廃棄物処理法施行規則が改正され、事業の透明性に係る基準のうち、処分業（中間

処理施設）については、処分後の持出先を開示するか、開示しないかを公表することが求められ

ることになりました。 
改正された規則は、令和 2 年 10 月 1 日に施行されており、今後、優良認定申請をする場合は、

下表のとおり公表を行うことが要件となります。 
例えば、現行許可の許可年月日が令和 2 年 7 月 1 日より前で、令和 3 年 1 月 1 日以降に、優良

認定の申請（新規・更新を問わず）をする場合、申請の前 6 月間の公表が必要です。 
 
   持出先情報の公表期間 根拠条文 

現行許可の許可年月日

が令和２年６月３０日

以前の場合 

令和 2 年 10 月 1 日から令和

2 年 12 月 31 日までの間に優

良認定申請をする場合 

令和 2 年 7 月 1 日以降 

（申請の前 6 月間なくと

も足りる） 

規則附則第 3 条 

令和 3 年 1 月 1 日以降に優良

認定申請をする場合 
申請の前 6 月間 

※１「持出先情報」以外の情報は、従前どおり、優良新規の場合は申請の前 6 月間、優良更新の場合

は、前回の優良許可を受けた日から当該申請の日までの間の公表が必要です。 
※２ 現行許可の年月日が令和 2 年 7 月 1 日以後の場合には、「持出先情報」であっても、従前どお

り、優良新規の場合は申請の前 6 月間、優良更新の場合は、前回の優良許可を受けた日から当該

申請の日までの間の公表が必要です。 
 
  

当協会では、これまでＦＡＸにより情報提供や照会を行ってきたところですが、ＦＡＸ送信

に加え新たに電子メールでの配信を並行して行っております。 

つきましては、電子メール配信をご希望される場合は、下記内容をメールにてご連絡下さい

ますようお願い致します。  

【 協会 E-mail 】 info@ibaraki-sanpaikyo.or.jp 

 また登録された情報は、メール配信サービスの運営のために使用し、それ以外の目的には使

用しません。  

会員皆様のご理解とご協力を賜り、是非ご登録くださいますようお願い申し上げます。 

 

・会社名  

・担当者名 

・電話番号 

・メールアドレス （※可能な限り事業所内で共有できるアドレスをご記入ください。） 

 

協会からの情報提供に係る電子メールアドレスの登録について（お願い） 
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　令和2年5月20日に第7回通常総会を開催し、役員改選により新体制となりましたのでご紹介いたします。

任期の２年間よろしくお願いいたします。

【部会長挨拶】

　今年度は、新型コロナウイルスの影響により、青年部会として計画していた事業がことごとく中止となり、

皆が集まり、直接会って親睦を図るという場が失われました。

青年部会の役員幹事会においても、１度も集まっての開催はできておりません。

そんななか、青年部会では、zoomを使用してのリモート幹事会を月に１度のペースで開催していますので、

その様子をお伝えしたいと思います。

直接会えないながらも、リモートで会話をする

ことで、コミュニケーションを図っています。

・移動する時間がかからない分、皆の負担

　が軽減され準備に手が回りやすくなり、

　質の良い議論ができている。　（渡邊部会長）

・直接顔を合わせられない寂しさはあるが、

　開催のしやすさが良い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（髙橋副部会長）

■ リモート幹事会についてのコメント
リモート幹事会写真

写真：第5回リモート幹事会より

【リモート幹事会の様子】

『 青 年 部 会 だ よ り 』
vol.1
　茨城県産業資源循環協会青年部会の
　活動や魅力をお伝えしていきます。

副部会長　　榊原　広　/　㈲榊原商店
　〃　　　　　髙橋　俊輔　/　髙橋商事㈱
幹事　　根崎　佑介　/　根崎解体工事㈱
　〃　　　稲澤　賢人　/　㈲稲澤商店
　〃　　　生板　清子　/　㈲大陽環境センター
監事　　友部　哲哉　/　(一社)茨城県産業資源循環協会

部会長　　渡邊　盛市　/　㈱エヌジェーピー
副部会長　　鈴木　秀昭　/　新和企業㈲
　〃　　　　　関口　和克　/　㈱ケイ・エム環境
幹事　　河野　鉄也　/　㈱河野銅鉄店
　〃　　伊澤　恭介　/　㈲柏廃材処理センター
　〃　　稲葉　淳　/　㈱ニッカン
監事　　小松﨑　広治朗　/　㈱鹿島ガーデン
顧問　　鄭　豊之　/　大蔵生コンクリート㈱

部会長写真
（丸写真）

　5月20日に開催されました総会において、一般社団法人茨城県産業資源循環協会青
年部の部会長職に再任しました㈱エヌ・ジェー・ピーの渡邊盛市と申します。青年部に
入会して9年がたち部会長職は3年目となります。青年部活動で得た繋がりや知恵、部
会長職を1期全うした経験を糧に、2期目となります今期はより一層飛躍できるよう努めさ
せていただきます。
今期は新たな委員会を4つ設置し活動の幅を広げていく方針だったのですが、

コロナ禍を鑑みての活動ということで参集型事業が行えず、予定していた事業全て中止や延期となってい
ます。
しかし青年部の成長に繋がる他の方法が必ずあると考えており、リモート幹事会を毎月開催し議論し、新た
な形での事業を計画しております。
最後になりますが、これまで先輩諸兄が築き上げてこられた青年部を今以上に発展していく為にもこの重
責を果たしてまいります。コロナ禍での活動ということで至らぬ点あるかと思いますが、今後とも変わらぬご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
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　青年部会では、今期より委員会制を導入いたしました。

４つの委員会を設け、それぞれが役割を果たすことで、協会に貢献していきたいと思っています。

ここではその４つの委員会について、委員長の写真とともに紹介いたします。

CSR活動推進委員会

【メンバー】

榊原広（委員長）、小松﨑広治朗、生板清子

【目的】

事業を通じ、多様な社会貢献活動を実施する

【活動内容】

ボランティア活動 、寄付活動他

災害対策委員会

【メンバー】

鈴木秀昭（委員長）、根崎佑介、稲澤賢人

【目的】

災害等有事に備え、対策の提案

【活動内容】

連絡網の管理 、 災害対策マニュアル作成

県外交流委員会

【メンバー】

関口和克（委員長）、伊澤恭介

【目的】

 他県協会員と交流事業を通じ親睦を深める

【活動内容】

施設見学やイベントを企画して他県青年部と

合同で交流事業を行う

県内事業委員会

【メンバー】

髙橋俊輔（委員長）、河野鉄也、稲葉淳

【目的】

事業を通じ、県内部会員の親睦を図ること

【活動内容】

青年部会だよりの試案 、 県内交流事業 

　青年部会入会希望のかたは事務局（029-301-7100）までお願いいたします。

　　　■ 入会条件 ・ ・ ・ 満45歳以下で業界の発展やイメージアップを望んでいるかた

ました。
　災害がない事にこしたことはありませんが、備えていなけ
れば行動は出来ませんのでしっかりと構築していき、業界
に貢献して参りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

　私たち県外交流委員会は、他県青年部
と合同で施設見学会、ボランティア活動や
ゴルフコンペ等の交流事業を行い、他県青
年部との親睦を深める事を目的としてイベ
ントを開催したいと思います。

今期は新型コロナウイルスの影響で、活動が難しい状況
ですが、来期は交流事業をつうじて他県青年部との情報
交換や廃棄物処理の連携ができればいいなと考えており
ますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　私たち県内事業委員会は、主に交流事
業を通じ、県内部会員の親睦を図ること、
また、講習会や意見交換等により、廃棄物
処理業者としての責任・自覚・知識を身に
着ける場を設けること、この２点が

主な役割だと考えています。
　今期は新型コロナウイルスの影響で、活動に制限があり
ますが、その中でも委員会で出来ることを模索し実行する
ことで、部（協会）に貢献したいと考えています。

委員長写真
（丸写真）

委員長写真
（丸写真）

委員長写真
（丸写真）

委員長写真
（丸写真）

　私たちCSR活動推進委員会は、地域社
会に貢献し、また、地域で活動するボラン
ティア団体などなどが行っているゴミ拾い
や、エコ活動などに積極的に参加をし、地
域の皆様と交流、廃棄物についての

意見交換などを行って行きたいと思います。
　今は新型コロナウイルスの影響で委員会活動に制限が
ありますが、その中で我々委員会で影響の出ない活動を
模索し実行し地域社会に貢献したいと考えています。

　私たち災害対策委員会は、昨年の台風
19号の災害に対し青年部として何も行動に
移せなかった事を教訓に今年度以降は青
年部として出来る行動を考え、災害に備え
る為の委員会として発足され
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１）会員事業所の入・退会について 

令和２年９月から令和２年１２月３１日までに、次の会員が入・退会の手続きをしておりますの

で宜しくお願い致します。 

 

≪ 入 会 ≫ 

 

≪ 退 会 ≫ 

【正 会 員】 

【賛助会員】 

【賛助会員】 

・㈱神明通商 ・㈱小椋興業 ・㈱良興 

・㈱サンアップ 

・エア・ウォーター薬化㈱ 

なお、協会ホームページでは、掲載を希望した会員のみ、検索システムに掲載しておりますので是非ご利用下さい。  

 

２）協会の動き  

協会で実施・参加した事業を掲載しております。 

９月 １ ～ ２ 日 

３日 

１０日 

１７日 

２５日 

暫定講習会試験 

青年部幹事会 

ボランティア撤去調整会議 

正副会長会議 

災害廃棄物対応委員会 

 １１月 ２日 

６日 

１１日 

１２日 

１４日 

１７日 

２４日 

 

茨城新聞会長対談 

県央支部不法投棄撤去 

茨城県ボランティアＵ．Ｄ.監視員合同研修会 

産業廃棄物処理業者講習会 

県南支部不法投棄撤去 

安全衛生規程作成会員増加に向けた研修会 

第２回総務企画委員会 

災害廃棄物対応委員会 

１０月 ２日 

５日 

 

８日 

１５日 

 

１６日 

２８日 

３０日 

廃棄物処理計画策定小委員会 
再生砕石専門部会 
第１回総務企画委員会 
関東地協会長会議 
正副会長会議 
第４回理事会 
ＫＹＴ研修会 
全産連事務局責任者会議 
集団回収審査 

１２月 ３日 

 

１２日 

１７日 

１７～１８日 

 

正副会長会議 
第５回理事会 
筑波山クリーンアップ大作戦 
有害廃棄物等撤去基金委員会 
暫定講習会試験 

＊年末年始休業日 20２０.12.2９（火）～202１.1.４（月）まで。 

＊２０２１年賀詞交歓会は中止となりました。 

※年末年始における県・協会への慣例的な訪問は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため御遠慮願います。          

協会ホームページお知らせ掲載内容（９月～１２月） 

詳しくは、協会ホームページをご覧ください。 

 
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けたテレワークの実施について 
・新型コロナウイルス感染症に関する職場における一層の対策強化について 
・令和２年度安全衛生教育促進運動の実施に伴う協力のお願いについて 
・漁業系廃棄物計画的処理推進指針について 
・新型コロナウイルス感染症対策の観点からの年末年始の在り方について 
・【追加募集】中長期の CO2 削減目標に向けた中小企業の取組の支援について 
・廃棄物処理施設における各種税制優遇制度について 
・日本政策金融公庫の産廃処理業者向け融資制度について 
・暫定講習会の開催及び 2021 年 3 月までの通常講習会中止について 
・「廃棄物に関する新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」について 
・じん肺法施行規則等の一部を改正する省令の施行について 
 

協会からのお知らせ 
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賛助会員（５６社）                                         令和２年１２月３１日現在 

㈱ＩＮＥ ☎03-5957-7293  ㈱クレハ 生産本部樹脂加工事業所 ☎0299-26-1181 

あいおいニッセイ同和損害保険㈱茨城支店水戸第二支社 ☎029-224-2367  郡司経営法務事務所 ☎029-232-0778 

旭化成建材㈱境工場 ☎0280-87-5232  ㈱国際商事 ☎03-5623-9167 

アステラス製薬㈱つくば東光台事業場 ☎029-847-8611  コベルコ建機日本㈱関東支社茨城営業所  ☎029-304-5501 

㈱ＡＤＥＫＡ 鹿島工場 ☎0299-97-3363  ㈱サンアップ ☎029-852-4490 

㈱アニバーサリーカンパニー ☎029-231-7766  ㈱サンライフコーポレーション ☎029-291-5757 

㈱伊藤製鐵所 筑波工場 ☎029-837-2111  ＪＳＲ㈱鹿島工場 ☎0299-96-2510 

㈱イバラキ ☎0296-44-0757  ㈱ＪＥＭＳ ☎029-863-7215 

茨城県アスファルト合材協会 ☎029-225-6244  ㈱センチュリーホーム ☎029-254-2661 

(一社)茨城県環境管理協会 ☎029-248-7431  損害保険ジャパン㈱茨城支店日立支社 ☎0294-23-3381 

(一社)茨城県経営者協会 ☎029-221-5301  ㈱大紀アルミニウム工業所 結城工場  ☎0296-32-3311 

（一社）茨城県建設業協会 ☎029-221-5126  ダイキン工業㈱鹿島製作所 ☎0479-46-2441 

茨城県再生資源事業協同組合 ☎0296-77-5764  髙砂製紙㈱ ☎0297-24-0611 

茨城セキスイハイム㈱ ☎029-303-8161  髙橋行政書士法人 ☎0280-22-1008 

エア･ウォーター㈱ケミカルカンパニー鹿島工場 ☎0299-84-3511  ㈱武井工業所 ☎0299-24-5200 

㈱エス･ディー･エス･バイオテックつくば研究所 ☎029-847-0300  ㈱中央環境行政事務所 ☎029-305-5322 

㈱ＭＣエバテック つくば営業所 ☎029-887-1017  中央電力㈱ ☎03-6277-8430 

大橋行政書士事務所 ☎029-306-8300  トーソー㈱ ☎0297-52-2111 

花王㈱鹿島工場 ☎0299-93-8321  ㈱トランス・アイ ☎03-6903-4577 

鹿島石油㈱鹿島製油所 ☎0299-97-3104  日本製鉄㈱東日本製鉄所鹿島地区  ☎0299-84-2912 

鹿島都市開発㈱ ☎0299-92-3555  日立建機㈱土浦工場 ☎029-832-7275 

鹿島ポリマー㈱ ☎0299-96-7261  ㈱日立産業制御ソリューションズ ☎0294-53-6115 

㈱環境研究センター ☎029-839-5501  ㈱日立製作所 日立事業所 ☎0294-21-1111 

㈱環境総合研究所 北関東支社 ☎029-303-7581  三井化学東セロ㈱茨城工場 ☎0280-92-1562 

㈱関電工 茨城支店 ☎029-387-2500  三菱ケミカル㈱茨城事業所 ☎0299-96-1142 

行政書士法人水戸綜合事務所 ☎029-251-3101  ㈲ミワ総合設計 ☎029-305-3222 

行政書士安事務所 ☎029-226-0601  矢口事務所 ☎029-862-2730 

キユーピー㈱五霞工場 ☎0280-84-3111  ユニマテック㈱ ☎0293-42-2161 

 
 
 

  

 

 

 

一般社団法人 茨城県産業資源循環協会事務局 

 

〒310-0852 

水戸市笠原町 978-25（茨城県開発公社ビル４F） 

【電話】029-301-7100【FAX】029-301-7103 

【E-mail】 info@ibaraki-sanpaikyo.or.jp 

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】http://www.ibaraki-sanpaikyo.or.jp 
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